


歳未満を対象とした臨床試験は実施されていない。 

 

２．保存方法について 

 本剤の保存方法として、新たに冷蔵庫（２～８℃）で１ヶ月保存することが可

能となった。なお、引き続き-90～-60℃では６ヶ月、-25～-15℃では 14 日間まで

保存することが可能となっている。また、いずれの場合にも箱、バイアルに記載

の最終有効年月日（LOT/EXP 欄に記載された年月）までに使用すること。 

 

３．その他留意事項について 

 本剤の最新情報については厚生労働省のホームページや最新の添付文書、各種

資材を参照すること。留意事項通知及び本通知と異なる記載がある場合には通知

ではなく最新の各資料に従うこと。 


